
R8 年 9 月 

秋田県腎協    事務局ニュース    R8-02 号 

 

■特定疾病制度について 
 

財務省では、2026 年 4 月 28 日「持続可能な社会保障制度の構築（財政各論Ⅱ）」の資料にお

いて、人工透析患者に係る特定疾病制度について見直しの必要性を含め検討すべきとの考えを

示した（資料頁 33 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これを受け全腎協では 7月 15 日、仁木厚生労働副大臣に対し、人工透析患者に係る特定疾病

制度の自己負担限度額を現行どおり維持するよう求める意見書を手交しました。 

 次ページより実際に全腎協が提出した意見書と、特定疾病制度に関する対応の経過報告を掲

載しています。 

 

 この件は、われわれ透析患者には非常に重要な事案です。全腎協が何もアクションを起こし

ていなければ見直しが行われた可能性が非常に高いと思われます。 

 県腎協は全腎協とともに、今後も現在のさまざまな制度が改悪されないよう行政への要望等

協力していきたいと思います。 


